私 はこ こで、 やはり 例 を 仏蘭西に とる が、 所謂 「新 

劇 運動」 なる ものが、 素人の 手に よって 行 はれた 最初 

は、 誰も 知って ゐる 通り アン トヮ ァヌの 「自由 劇場」 

なので、 それ以来 「新劇」 は、 テア アト ル • ダヴ アン - 

ギヤ ルド (前衛 劇) なる 別名 を 生んだ ので ある。 従つ 

て、 ァヴ アン • ギヤ ルドの 芝居と いへば、 「素人臭い」 

のが 特色の やうに 思 はれ、 また 実際、 ヴィ ユウ • コロ 

ン ビエ 座の やうに 有名な 劇団で さへ、 素人 俳優が 堂々 

と 舞台に 立つ 有様で あつたが、 これらの 劇団に よって 

演ぜられる 脚本 は、 如何に 独創的な もの、 如何に 新奇 

な 様式 を 取り入れ たものと 雖も、 決して、 職業 俳優の 



脚本 は 研究した かもしれ ない。 また、 西洋式 演出なる 

もの は (実に 北欧 式 演出で あるが) 相当 経験した かも 

しれぬ が、 西洋 劇的 演技の 一 点で は、 誰も、 本気で 忠 

実に、 正道 的に、 精し く 勉強した もの は あるまい と 思 

ふ。 仮に、 あつたに したと ころで、 その 成績 は、 あま 

り 香し くなかった と 云 へ るので ある。 

これが 抑 も、 新劇 を、 「退屈な 芝居」 たらしめ、 今以 

て、 日本の 劇壇に、 現代劇ら しい 現代劇 を 作らずに 終 

つて ゐる 最大 原因で も あるが、 また 同時に、 新しい 劇 

作家 を 失望せ しめ、 脚本の 饑饉 を 生ぜし め、 演劇の 不 

振 を 招いた 唯一 の 理由な ので ある。 



ある。 

実際、 この 仕事の 第一 眼目 は 今日の 商業 劇場 を 通じ、 

一般大衆、 特に、 現在の 演劇に やや 不満 を 感じつつ あ 

る 観客層に 対して、 幾分で も その 要求に 近い (恐らく、 

彼等の 要求 は、 今日の 劇場で 満たされない であらう) 

芝居 を 見せようと いふので あって、 そのために は、 現 

在の 俳優 中 若干の ものが 理解し 得て、 しかも、 その 俳 

優 達が、 「必要な 苦心」 と 「正しい 意図」 とに よっての 

み、 到達し 得る 「表現の 最高 レベル」 を 要求す る 程度 

の 脚本がなくて はならぬ ので ある。 

この種の 脚本 は、 今日まで、 全く 存在 しないと いふ 



然るに、 日本で は、 新劇 運動と 商業 劇場との 間に は、 

極めて 深い 溝が ぁリ、 多くの 作家 はこの 溝 を 越えた が 

ために 堕落し、 異色 ある 作品 は、 そのまま では、 永久 

に f J の 溝 を 越え 難い 状態に ある ので ある。 

勿論、 西洋に も、 これと同じ 例 はない こと もない が、 

劇場の 組織、 俳優の 素質 等から 見て、 同じ 商業 劇場、 

同じ 職業 俳優と いっても、 日本の やうに、 新劇の 先駆 

的 傾向に 無関心、 無理解で はなく、 機会 さへ あれば、 

その 成果 を 吸収し ようと 努めて ゐる 有様 は、 現在、 あ 

り ありと わかる ので ある。 これが、 所謂 某々 新劇 運動 

の 消長に 拘 はらず、 絶えず、 一 国の 劇壇 を、 新しい 空 



を 映し 得なかった。 

恐らく、 俳優の 一 人 一 人 も、 あの 作品 を 演じた こと 

によって、 新しい 何もの を も 学び 得る に 至らなかった 

らう。 罪 は、 飽くまで も 興行 者に ある。 

しかし、 俳優のう ち、 一 人で も、 時代と 倶に 歩まう 

とする ものが あったら、 劇作家た る もの、 まだまだ、 

仕 甲斐の ある 仕事 は あると 思 ふ。 劇壇 暗黒 を 嘆ず る 代 

リに、 われわれ は、 先づ、 独り、 明るみに 出なければ 

ならぬ。 ( 一 九 三 一 • 七) 
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